
一級と るぞ！． Ｎ ｅ ｔ からのお願い ：添削を希望される方はエスキース時間と作図時間を解答用紙右下に記入して下さい。
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設計課題「小都市に建つ美術館」

２．建築物
（１） 階数等

３．その他の施設等
（１）

この課題は、ある地方都市の市街地に、美術・芸術文化の発信地となることを
目指した市立美術館を計画するものである。
施設については、利用者の利便性、美術品の保存と有効な展示等に配慮し、

地域の公共財産として価値あるものとする。

１．敷地及び周辺条件
敷地の形状、接道条件、周辺状況等は、下図のとおりである 。（１）

（２）

Ⅰ．設　計　条　件
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縮尺１／１，０００

氏　　　名受　験　番　号試　験　場

①
②
③

（１） 建築計画について、次の①～③の要点等を具体的に記述する 。なお、要求図面
では表せない部分についても記述する 。

３．計画の要点等（答案用紙Ⅱに記入）

下表の室は、すべて計画する 。
要求室（４）
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敷地は、平坦で、道路及び隣地との高低差はないものとする 。また、歩道の
たん

切り開きは、 １箇所当たり ６ ｍまでできるものとする 。
敷地は、近隣商業地域及び準防火地域に指定されている 。また、建ペイ率の（３）
限度は８ ０％、容積率の限度は３ ０ ０％である。
電気、ガス及び上下水道は、完備している 。（４）

気候は温暖で、積雪についての特別な配慮はしなくてよい。（６）
地盤は良好である 。（５）
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敷　　地

事務所ビル（４階建て）
44m

地下１階〔機械室（面積適宜）がある。 〕 、地上２階建ての１棟の建築物とする。
（２） 床面積の合計
地下１階、塔屋を除く床面積の合計は、
題の床面積の算定においては、ピロティ 、バルコニー、屋外階段等は、床面積に算入

2,000

しない。

㎡以下とする。この課2,500㎡以上、

（３） 構造、設備
構造（構造種別は自由。 ） 、設備（空気調和、給排水衛生設備、電気設備、エレベー
ター）については、適切に計画。

特記事

項によ

り算定

床面積室 名

常 設 展 示 室

収 　 蔵 　 庫

企 画 展 示 室

特 記 事 項

バックヤードは、次のとおり計画する。
美術品等の搬出入を目的とする。
地上に設け、 ト ラック専用の進入路、駐車スペースを含め５ｍ×１ ５ｍ以上を
確保する。

①
②

（２）

（３）

なお、車いす使用者用の駐車場は、幅を３．５ｍ以上とし 、建築物の主要な出入口

場については、近隣の公共駐車場を利用するものとし 、考慮しなくてよい。

駐車場は、車いす使用者用として２台分、サービス用として１台分を地上に設ける。

からの距離ができるだけ短くなる位置に設ける。また、来館者用及び職員用の駐車

自転車置場は、利用者用として２ ０台分（ １台当たり ０．５ｍ×２ｍ程度） を設ける。
（４） （ １ ）～（ ３ ）の 「その他の施設等」は、床面積に算入しないものとする。

４．計画に当たっての留意事項
（１）

③

（２）
①

①
②

建築計画については、次の点に留意して計画する 。

構造計画については、次の点に留意して計画する 。
建築物全体が、構造耐力上、安全であるよ うに計画。

敷地の周辺環境に配慮する 。

②

建築物はセキュ リティ ・防犯、バリアフ リーに配慮する 。
建築物の環境負荷低減に配慮する 。

建築物の来館者動線は鑑賞順路に配慮し 、円滑となるよ う計画する 。

③

（３）
①

②

設備計画については、次の点に留意して計画する 。

環境負荷及びランニングコス ト低減に配慮する 。
空気調和設備、給排水衛生設備、電気設備、エレベーター等を適切に設け、

排煙設備を適切に設ける 。

④

④ 部材の断面寸法を適切に計画する 。
耐力壁等を設け、耐震に配慮する 。
構造種別、架構形式、 スパン割を適切に計画する 。

２．面　積　表　等（答案用紙Ⅰに記入）
（１） １階、及び２階の床面積及びその合計を記入する 。なお、各階の床面積に
ついては、その算定式も記入する 。

（２）
及びその算定式を記入する 。
有効率（ １ ・ ２階合計面積に対する要求室に指定された室合計面積の割合）

（４）
とを具体的に記述する 。
建築物の環境負荷低減（熱負荷の抑制、省エネルギー等）について、配慮したこ

・天井高さは３．５

ｍ以上とする。

・収納スペース

（面積適宜） を

設ける 。

保存、修復を行う 。

・美術館所有の作

品展示を行う 。

・ 美術品の劣化

を避けるため、

無窓居室とする 。・収蔵庫は非公開とし、作品の

・前室を設ける。

展 示 資 料 室 ・展示作品に関する資料を展示。

モニ ュ メ ン ト

展示スペース 幅１ ｍ 、奥行１ ｍのモニュ メン ト ３体を設置

の上、周り を回遊できる 。

・エント ランスホールの一部を利用し、高さ ３ｍ、

・ 上部に５ ０㎡以上の吹き抜けを設ける 。

・ １ ５人程度が利用できるものとする 。
喫 　 茶 　 室

・執務机、いす、収納家具、 ソファーセッ ト を設ける 。館 　 長 　 室

学 芸 員 室 ・ ２人分の執務スペースと し 、机、いす、収納家具を設ける 。

事 　 務 　 室
・ ７人分の執務スペースと し 、机、いす、収納家具を設ける 。

・ 書類庫 （ 面積適宜 ） を設ける 。

・ カウンター、テーブル等を設ける 。

・ 常駐２人と し 、仮眠室を付設する 。

を分散配置。

・ 鑑賞の前後、合間に利用できるよ う 、簡易ソファー４ ０人分

情報検索 ・エント ランスホールの一部を利用し、 ＰＣ端末５人分を設ける。

コ ーナー

売 　 　 　 店

職 員 休 憩 室

職 員 更 衣 室

休憩 ラ ウ ン ジ

守 　 衛 　 室

・展示作品のカタログ 、ポスター等の販売を行う 。

設備スペース

・上記の室に関連して必要と思われる室等は、適宜計画するものとする 。
・ その他必要と思われる室等は、適宜計画するものとする 。

又は、屋外機械置場等を計画する。

ホール

エ ン ト ラ ン ス

・ 総合案内カウンターを設ける 。

・ 風除室を設け、券売機を設置。

・ バッ クヤードの ト ラ ッ ク荷台 （ 高さ約９ ０ ｃ ｍ ） からの円滑
荷 　 解 　 室

な水平搬入に配慮する 。 適　宜

・各自が採用した設備計画に応じて、地下１階機械室の他、室

建築物の内部プランニング 、及び鑑賞順路について、配慮したこ と

敷地の周辺環境について、配慮したこと
建築物のセキュ リ ティ ・ 防犯について、配慮したこ と

（２）
面では表せない部分についても記述する 。
①

構造計画について、次の①及び②の要点等を具体的に記述する 。なお、要求図

耐震計画について、配慮したこ と
建築物に採用した構造種別、架構形式、 これらを採用した理由

②

①
②

（３）
では表せない部分についても記述する 。
設備計画について、次の①～④の要点等を具体的に記述する 。なお、要求図面

設備機器等のランニングコス トについて、配慮したこ と
建築物に採用した空調方式と採用した理由

③
④
排煙計画について、配慮したこ と
地下１階の機械室に設置した主な設備機械

・無柱空間とする。

ニ．

ハ．
ロ ．建築物の出入口、室名等
耐力壁等 （凡例にしたがって図示し 、凡例にないもの
を使用する場合は空欄に追加記入する 。 ）
設備シャフト 〔パイプシャフト （ Ｐ Ｓ ） 、ダク トスペース

１／２００
配 置 図
兼

２ 階平面図

（１）

（２）

①
又は記入する 。
イ ．建築物の主要寸法（柱割り及び床面積の計算に必要な程度）

特 記 事 項図面及び縮尺

黒鉛筆を用いて記入する 。
（答案用紙Ⅰに記入）１．要求図面

下表により 、所定の図面を作成し （フリーハンドでもよい。 ） 、必要な事項を記入する。

Ⅱ．要　求　図　書
の定められた枠内 （寸法線は枠外でもよい。 ） に、答案用紙Ⅰ及び答案用紙Ⅱ

１ 階平面図

１／２００

１階平面図兼配置図及び２階平面図には、次のものを図示

（３）
は構造部材表の符号を明示する 。
２階からの見下げ図と し 、主要な大梁、小梁及びスラブ

構造部材表に主要な大梁、小梁及びスラブの断面寸法を
記入し 、主要な部材が複数となる場合は空欄に符号 ・部
材・断面寸法を追加記入する。なお、梁に鉄骨を使用した

①

②
１／２００
２ 階梁伏図

場合の断面寸法は、Ｈ－○×○のよ うに記入する 。

② ２階平面図には、次のものを図示又は記入する 。
イ ． １階の屋根、ひさし等となる部分
ロ ．吹抜けの位置

駐輪場 （台数を明示する 。 ）

通路、植栽等

ドライエリアの位置
断面図の切断位置

及びバッ クヤード
駐車場 （ サービス用駐車場及び車いす使用者用駐車場 ） 、

（４） ①

②
鉛直方向の省略は行わないものとする 。

切断位置は、企画展示室を含む南北方向と し 、建築物
全体の立体構成がわかる断面とする 。なお、水平方向、１／２００

断 面 図

塔屋を除く建築物の高さ 、階高、天井高、 １階床高、及び
主要な室名を記入する 。
③ 梁、 スラブの断面を図示する 。地下１階については、記入

④ 設備機械を屋上設置した場合は、点線にて図示する 。
しなくてよい。

上に設けた場合は断面図に点線にて図示する 。 ）
設備計画に応じた主な設備機械の設置位置（ ただし 、屋

常設展示室、企画展示室、収蔵庫、展示資料室、モニュ
メン ト展示スペースの床面積

線による片矢印　 　 　 　 　にて図示する 。 ）
来館者の入館から退館に至るまでの主な鑑賞順路 （破

常設展示室の展示用パーティシ ョ ン （ 破線

ホ．

ヘ．

ト ．

チ．

リ ．

ヌ ．

ル．
ヲ ．

カ ．
ワ ．

（ Ｄ Ｓ ） 、電気シャフ ト （ Ｅ Ｐ Ｓ ） 〕 の位置
地下１階の位置、及び面積 （点線　 　にて図示する 。 ）

て図示する 。 ）

欄５室合計面積

とし、 ４ ０％以

の割合を有効率

面積に対する左

上とする。

・ １ 、 ２階合計

　に

50m

商業ビル（３階建て）

30m 20m
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